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植物生長素性物質の合成iと関する研究第4報
αー(3，4-ヂクロノレア a リノ)脂肪酸について
和田 妻鹿*・武 田 晃
植物生長素性物質の側鎖の化学構造と生理的活性との聞に密接な関係がある. Thimann 
(1951) 仁よればフェ二一)~酷酸の側鎖の水素原子 1 つをメチル基で或は 2 つの水素原子をメチレツ
基で置換しても活性に著しい変化はないが二つの水素原子を二つのメチル基で置換する場合活性が
なくなる.
Matell (1953)はN-アリルグリジシの側鎖のα一位置の水素原子1つがメチル基で置換された
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αー アリルアミノブロピオγ酸若干を合成しそれらの光学的異性体聞の生理的活性の差異について報
告してやる. 著者らの一人〈武田・ 1957)は先仁一連の N-アリルグリジγの内， 3 ， 4ーヂクロ)~誘
導体が最高の活性を示すことをあきらかlこしたが，更に同化合物側鎖の α一位置水素原子をメチル
基で置換した場合の影響について知る目的で αー(3，4ーヂクロルアニリノ〉ブ口ピオツ酸， αー(3，4ーヂ
クロルア二リノ〉イソ酪酸を夫々 の二トリル，アミドを経て合成し.pea test及び A抑制 cylinder 
testにより生理的活性を比較したのでその結果を報告する.
Tab.1及び Fig1. 2仁総括されたよう仁メチル基導入にともない生理的活性は可成著しく低下
してくるが αー 位置水素を2つ共メチル基で置換された酪酸誘導体が尚生理的活性を示すことは興
味深〈思われる.
Tab. 1 Went pea testに於る昨日.4，ーヂクロルア二リノ3脂肪酸誘導体の作用力
試 料 物 質 mg/L (p. p. m.) mol/L 10→x 
αー(3.4-ヂFロルアニリノ〉プロピオγ酸アミド 0.8-2.5 0.0357-0.1071 
αー(3，4-ヂpロルアユリノ〉イソ酪駿アミド 7.5-22.6 0.305 -0.914 
α-(3.4-ヂFロルアニリノ3酪酸ア 、 ド 0.3 0.0130 
(1:-(3，4-ヂFロルアユリノ〉プロピオ γ 酸 0.7-2.0 0.0290-0.ω68 
a:-(3.4ーヂクロルアニリノ〕イ ソ 酪 酸 2.6-7.7 0.104 -0.311 
実験方法及び結果
1.物質の調製
αー(3，4-ヂクロルアニリノ)プロピオニトリル判事 3.4ーヂクロルアニリγ16.2g (0・1モ
ル)を3分子濃度のアセトアルデヒド・酸性更硫酸ナトリウム溶液 4Occ(0.12モル〉ど共に還流
下に加熱し混合溶液が透明になって10分後に加熱を止める. 冷却後晶出する附加物の白色砂状
結晶を充分吸引し再び水 40ccに加盟溶解せしめ， 之仁ジアン化カリウム 9.1g (0.14モル). 水
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*岡山大学副手 (1956ー '1957). 紳 Aryl-以下同様. 柿*新化合物.
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6ccの溶液を加えて湯浴中に約1時間 関
加熱する.冷却後二トリルの粗結晶を吸
引浦過し 17.9g (83.3 %)を得る.ア 川
ルコー ルより2回再結品し m.p.15.... 伸刊
1160 長
増 30分析値 N 13.0 
C9HsCJ2N2としての計算値 N 13.03 加
αー(3，4-ヂクロルアニリノ〕プロピオ
ンアミド*料 反応温度が 100 を越え
ないよう仁外部より氷冷しつつ注意深〈上
記ニトリル 10.8gl0.05モル)を濃硫酸
25g中仁少しずつはげしい撹梓の下に投入
する.最後に約30分間 50....600C仁加
温した後水25cc，水酸化ナトリウム21gの
溶液を加えて中和しアミドを析出させる.
熱水より 1回再結晶を行い m.p.144 
....145。の針状結晶5.8g (49.7%)を得
る.更に2回同様の再結晶を繰返しm.p.
14....1460(褐変，分解).
? ?
???
分析値N12.0 50 
C9HI0Cl2N20としての計算値N12.02
α-l3，4ーヂクロルアニリノ)プロピ
オン酸 粗アミド4.7g(0.02モル)を5
%水酸化ナトリウム溶液 16ccと還流下 長
仁煮沸し溶液が透明になって約2時間後
仁水100ccで稀釈し滞過後稀塩酸でpH 加
3....3.5以下として目的物を析出させる.
粗生成物の牧量4.2g(90%).
アルコールより再結品1回後の m.
p.146....1480 (褐変，分解)， Matell 
(1953)の報告するものと一致する.
α一(3，4ー ヂクロルアニリノ〕イソプ
チロニトリル*紳 ジアンイtニカリウム 6.5
g (0.1モル)，アセトシ 11.6g(O・2モル)，
3，4ーヂクロルアニリン塩酸塩 19.8g(0.1
モル〕の混合物を 100ccのフラスコ中で
時々振滋しつつ 20分間沸点仁加熱し，
水 10ccを加えて更lこ約 1.5時間加熱す
る. 冷却後晶出するこトリルの粗結晶を減万IJ，
。
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Fig. 1 Avena cylinder test仁於る α-(3. 4-
ヂクロルアニリノ)脂肪酸アミドの作用カの比較
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-Fig. 2 Avena cylinder test仁於る αー(3，4-
ヂクロルア二リノ7脂肪酸の作用力の比較
1・ 2 3 
logC(mol/L) x 107 
アルコールより再結晶して m.p.10....1l10Cの
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もの14g (61%)を得る.
分析値
CloH10C12N2どしての計算値
N 12.0 
N 12.22 
α一(3，4-ヂクロルアニリノ〕イソプチルアミド紳* 前記二トリルl1.5g(0.05モル〉を
濃硫殴25g 中に液温 300 以下仁保ちつつ注意深く投入し更仁約 1 時間 50~60。仁保って鹸化を
完結させる.水25ccで稀釈後水酸化ナトリウム2U，水20ctの溶液で中和し熱水より再結晶
して m.p. 144~1460C の白色針状結晶 7.9g(63 %)を得る.更に再結晶2回後 m.p. 146~ 
147.50(褐変，分解).
分析値 N 11.2 
CloH12C12N20としての計算値 N 11.34 
αー(3，4-ヂクロルアニリノ)イソ酪酸判* 上記アミド 6.2g (0.025モル)を20%水酸化
ナトリウム溶液40ccと約6時間煮沸し， 水 20Qccで稀釈する. 滞過後稀塩酸(1: 1)で pH
3.0以下にして酸を析出させる.m. p. 143~ 1450の粗生成物4g(64.5 %)を得る.アルコー ルよ
り再結晶2回後 rn.p.144~1450 (褐変，分解).
分析値 N 5.8 
CloHnC}zNU2をしての計算値 N 5.65 
2.生理試験
生理試験は前報(武田・和田 ・藤本， 1956)の場合ど同じ条件で実施した.Tab. 1， Fig. 
1， 2仁実験結果を総括する.
総 括
1) N-アリルグリジンの側鎖の化学構造と生理的活性との関係，殊仁 3，4ー ヂクロル置換体の αー
位置水素のメチル基仁よる置換の影響について実験した.
2)その生理的活性は αー 位置仁メチル基を導入すること仁より低下したが α-(3.4ーヂク口ルア二リ
ノ〕イソ務酸も弱い活性を示した.
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